
紀州路クリーン大作戦！
お問い合わせ▼
建設課　管理係　☎６４－１１２４

水道水異臭（カビ臭）のお詫びについて
お問い合わせ▶湯浅町水道事務所　☎６２－４１７１

お問い合わせ▶湯浅広川消防組合消防本部　警防課　☎６４－０１１９

６月１５日～２２日の間、湯浅広川消防組合２階地
域防災センターにおいて、湯浅町消防団の皆さまの
ご協力により、救命講習が開催されました。
この講習は、「住民が心肺蘇生法の胸骨圧迫を習得

した後、数年後どれだけ忘れずに実施できるのか？」
を追跡調査する目的で、和歌山県立医科大学救急集
中治療部　助教 島医師による研究の一環として開催
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されたものです。湯浅町内の消防団員の皆さまが快く
協力依頼を引き受けてくださり、日中の就労でお疲れ
のところ夜間帯にもかかわらず熱心に取り組んでいた
だきました。
ご協力いただきました消防団の皆さま、誠にありが

とうございました。

命を救うためにできること！
消防団員さん、ご協力ありがとうございました
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